山行実施報告書

平成29年　6月22日

	行き先
	　赤岳・横岳・硫黄岳（八ヶ岳）　　［所在地：長野県、山梨県］

	実施日／

天候
	　平成２９年６月１６日（金）〜 ６月１７日（土）｛１泊２日｝　　　　天候：晴れ（２日間）

	参加者

（氏名）
	　合計９名　　　　　　

	コースタイム
	（６/１６）　(歩行時間　５時間)
　新宿駅＝＝茅野駅＝＝美濃戸口―――美濃戸山荘――行者小屋――阿弥陀岳分岐―
   7:00    9:08/9:13   9:37/9:56      10:50/11:00   13:30/14:04        14:15
―中岳分岐――赤岳山頂――赤岳頂上山荘   
 15:22/15:36  16:20/16:30       16:35

（６/１７）　（歩行時間　６時間１０分）
　赤岳頂上山荘――赤岳展望荘――日ノ岳――石尊峰――奥ノ院――硫黄岳山荘――
　　　5:58          6:28/6:34    7:16/7:20  7:39/7:50  8:15/8:27     9:13/9:18      
―硫黄岳―――赤岩ノ頭――赤岳鉱泉――美濃戸山荘――美濃戸口＝＝＝茅野駅＝＝=千葉
 9:41/9:49    10:03/10:04  10:57/11:25    12:40/12:47   13:29/14:45　15:25/17:50　 21:50
（凡例）　電車・ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰ・航空機等乗り物：＝＝　　歩行：――

	費　用
	［交通費］　　　　　　　 　　             　　　　［その他］

・電車　　：8,200円（新宿駅〜茅野駅往復ジパング） ・宿泊　　　 ：8,800円（赤岳
頂上山荘）

・タクシー：1,300円（茅野駅〜美濃戸口）           ・懇親会+風呂：3,500円

・バス    ：  930円（美濃戸口〜茅野駅）　　　　　　　　　
　　小計10,430円　　　　　　　　　　　　　　          小計　　　12,300円　　　

                            合計    22,8000円　　　

	所感ほか
	1 分布地が北海道の一部、白馬岳、八ヶ岳に限られる絶滅危惧種であるツクモグサを観賞するため南八ヶ岳の赤岳から横岳、硫黄岳の縦走を企画した。
2 美濃戸口から美濃戸山荘を経由して、南沢コースを行き行者小屋から文三郎尾根を登ったが、厳しいコースで、数名が足に痙攣を起こすほどであった。
3 梅雨入り後だったが本格的な雨の前で、２日間とも快晴に恵まれ、３６０度の絶景を楽しむことができた。特に北アルプスの大キレットに沈む夕日は圧巻だった。
4 赤岳頂上山荘の設備や食事は八ヶ岳地区の他の山小屋に比べると落ちるが、そこに滞在して頂上から眺める絶景はそれを補って余りあるものであった。
5 目的のツクモグサは横岳の日ノ岳から石尊峰までの間で最盛期であり、希少種の花を楽しむことができた他、麓でホテイラン、コミヤマカタバミ、キバナノコマノツメ、稜線でミヤマキンバイ、オヤマノエンドウ、ハクサンイチゲ、チョウノスケソウ等を見ることができた。
6 この時期山頂の夜はかなり寒かった。

	一口アドバイス
	1 茅野駅、美濃戸口間のバス便は夏休み期間以外の平日は極端に少なくなるので、土日を絡めた日程を考慮すべき。
2 茅野駅周辺の飲食店は夕方から開店するところが多く、反省会場を探すのに苦労する。東口前の蕎麦屋は事前連絡で時間外開店が可能。
	情報入手先電話番号等

	
	
	ガイドブック：アルペンガイド「八ヶ岳」

地形図名：国土地理院1/25,000地形図「八ヶ岳東部」、「八ヶ岳西部」

宿泊場所：赤岳頂上山荘　090-2214-7255


備考：情報入手先は、余白が少ないため活用（必要）事項のみ記載する。

